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介護支援専門員

募集!!

ご応募・お問い合わせ：0779－83－1331
特別養護老人ホーム　さくら荘（石井）まで

●特別養護老人ホームさくら荘
 ・短期入所生活介護事業　・訪問入浴介護事業

・訪問介護事業
・居宅介護支援事業

●さくら荘在宅サービス支援センター
 ・通所介護事業（デイサービス）
 ・認知症対応型通所介護事業

社会福祉法人　勝山福祉会

あなたを待ってます!!

!  !! 

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

　山口さんは第38回県版画コンクールで最高の
賞の福井宗方賞を受賞しました。
　「はなれていかないで」と題されたドライポイ
ント作品は、友達としゃべっていたが、話につ
いていけず一人ぽつんとする、友達が離れてい
くのが悲しくて手を差し伸べている悲しい気持
ちを表現した作品だそうです。

　受賞したことに対
しての感想は「実感
は湧いてきていませ
ん。ただ作品を一生
懸命に仕上げただけ
なので」と語ってい
ました。
　幼稚園の頃からア
ニメのキャラクター
などを描くのが好き
だったので、中学校

で美術部に入部をしたそうです。自分の好きな
絵を描くことは少なくなりましたが、色々な表
現法を学ぶことにより、自分の表現の幅が広が
り成長が出来たそうです。
　次に描いてみたい作品は、「教会のステンド
グラスのような透き通る絵」を描いてみたいと
笑顔で話していました。

山 口 美 森 さん（14）
勝山南部中学校３年

＝片瀬＝

山口さんの受賞作品
「はなれていかないで」
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人件費
22億　　　 
7,378万円

扶助費
22億2,795万円

公債費
 11億
   2,046
　　 万円

歳 　　出

歳 　　入

義

務

的

経

費

の

そ

他

の

経

費

投 資 的 経 費

繰出金　　
 13億　　　
    4,974
        万円

普通
建設事業

15億　　　　
5,000万円

物件費
15億　　　　
  3,949　　
　　万円

補助費等
13億2,583万円

積立金
3,734万円

維持補修費
2億701万円

貸付金　4億430万円

市税
28億582万円 

国庫支出金 
14億849万円 

地方交付税
38億2,500万円

市債　9億6,080万円

県支出金　10億8,381万円

分担金および負担金
使用料および手数料
 2億7,240万円

財産収入 1,077万円
寄附金 1,000万円
繰入金 4億 680万円
繰越金 5,000万円
諸収入 5億1,706万円

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金

自

主

財

源
依

存

財

源

1億4,400万円
600万円
2,100万円
1,700万円

4億6,000万円
2,700万円
640万円
355万円

特別会計名 予　算　額 前年度比
育 英 資 金 会 計 4,858万円 ＋ 0.3%
下 水 道 事 業 会 計 12億 623万円 ＋ 20.9%
農業集落排水事業会計 1億6,232万円 ＋ 5.6%
簡 易 水 道 事 業 会 計 4億 906万円 ＋ 65.3%
国 民 健 康 保 険 会 計 31億5,161万円 ＋ 1.4%
後期高齢者医療会計 3億 897万円 ＋ 0.1%
介護保険会計保険事業勘定 27億9,922万円 － 1.2%
介護保険会計介護サービス事業勘定 1,175万円 － 15.9%
市有林造成事業会計 6,734万円 ＋ 34.1%

企業会計名 予　算　額 前年度比
水 道 事 業 会 計 6億9,556万円 － 2.9％

勝山さんちの家計簿勝山さんちの家計簿
年収600万円程度の世帯に合わせるため、年収600万円程度の世帯に合わせるため、
予算額の2,000分の1で計算してあります。予算額の2,000分の1で計算してあります。

平成28年度予算
（一般会計性質別内訳）

世帯の年収内訳
（H28予算の2,000分の1） 前年度収入

市税などの自主財源
40億7,285万円

給料・パート収入
203万6,425円

給料・パート収入
198万4,400円

地方交付税、国・県支出金など
70億 225万円

両親からの援助など
350万1,125円

両親からの援助など
378万3,040円

市債発行
9億6,080万円

各種ローンの借入
48万 400円

各種ローンの借入
78万7,700円

収入計
120億3,590万円

収入計
601万7,950円

収入計
655万5,140円

平成28年度予算
（一般会計性質別内訳）

世帯の年支出内訳
（H28予算の2,000分の1） 前年度支出

繰出金・補助費・出資金・貸付金など
 30億7,987万円

子どもへの仕送り・各種会費など
 153万9,935円

子どもへの仕送り・各種会費など
 159万7,460円

人件費
22億7,378万円

食費
113万6,890円

食費
117万1,020円

扶助費
22億2,795万円

医療費
111万3,975円

医療費
109万5,030円

普通建設事業・維持補修費
 17億5,701万円

車の購入・自宅の増改築・修繕費
87万8,505円

車の購入・自宅の増改築・修繕費
129万1,160円

公債費
11億2,046万円

ローン返済
56万230円

ローン返済
57万540円

物件費
15億3,949万円

光熱水費・被服費など
76万9,745円

光熱水費・被服費など
81万4,460円

積立金
3,734万円

新たな預貯金
1万8,670円

新たな預貯金
1万5,470円

支出計
120億3,590万円

支出計
601万7,950円

支出計
655万5,140円

収　入 支　出

給料は増えた
けど、全体の
収入が減った
ので支出を減
らさないと

平成28年度 予算特集

ローンは減った
けど、医療費の
負担が増えたわ
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一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
新
体

育
館
の
本
体
建
設
工
事
が
終
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、
前
年
比
約
10
億

7
4
0
0
万
円
減
額
の
約
1
2
0

億
3
6
0
0
万
円
（
国
の
補
正
予

算
に
よ
り
、
前
年
度
３
月
補
正
予

算
に
前
倒
し
し
た
事
業
費
を
加
え

る
と
約
17
億
円
の
減
額
）
と
な
り

ま
し
た
。

〈
市
税
〉

　

市
税
全
体
で
は
約
28
億
6
0
0

万
円
を
見
込
み
、
前
年
度
比
約

1
9
0
0
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

〈
地
方
交
付
税
〉

　

普
通
交
付
税
は
前
年
度
比
約
１

億
2
1
0
0
万
円
減
額
の
約
31
億

4
5
0
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
前

年
度
同
額
の
6
億
8
0
0
0
万
円

で
見
込
ん
で
い
ま
す
。

平
成
28
年
度 

勝
山
市
当
初
予
算
決
ま
る

〜
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

〜
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る  

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
勝
山
の
実
現
〜

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
勝
山
の
実
現
〜

　勝山市はこれまで、長期的展望にたった持続可能なまちを目指した第５次勝山市総合計画を策定
し、その実現に取り組んできました。その内容は、今日の人口減少を予測し、それに対処すべく策
定した、「子育て支援日本一」政策や、当市を構成している基礎的コミュニティである各地区の地域
力向上、およびまちづくり観光の推進等を重要な施策として掲げています。
　当市における「勝山市地方創生総合戦略」は、第5次勝山市総合計画の延長線上にあると捉え、計
画期間10年の中間期に当たる本年度、総合計画の重点施策を精査し、取り組みに幅と厚みを持たせ
た独自性を発揮し、国の支援を受けて取り組んでいくことを目指しています。
　今後も引き続き「子育て支援日本一」を始め、ふるさと回帰、定住促進事業、教育環境の充実、
健康長寿や文化芸術・スポーツの振興、働く場の確保やまちづくり観光、循環型農業の推進、林業
および内水面漁業の振興、交通体系の整備と防災対策、雪など災害に強いまちづくりに取り組んで
いきます。
　今年度は、次の大型プロジェクトとなる観光の産業化の重点施設「道の駅」建設の準備のための
予算を計上しています。また、（仮称）観光まちづくり会社、および旧料亭「花月楼」の整備利活用
などについては、今後、行政の支援も視野に入れた民間活力の導入を図っていきます。
　一方、年々顕著な増加が見込まれる、県立恐竜博物館への来館者対策としての長尾山総合公園維
持管理、および再整備事業などを計上しています。

〈
市
債
〉

　

建
設
事
業
に
充
て
る
普
通
債
は

約
5
億
8
3
0
0
万
円
で
、
前
年

度
比
約
5
億
8
0
0
0
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
の
振
替
と
し
て
借

り
入
れ
る
、
臨
時
財
政
対
策
債
は

約
3
億
7
8
0
0
万
円
で
、
前
年

度
比
3
5
0
0
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
〉

　

一
般
財
源
の
減
収
や
市
営
体
育

館
取
り
壊
し
工
事
な
ど
に
よ
る
普

通
建
設
事
業
（
単
独
）
の
増
額
に

よ
り
生
じ
た
、
財
源
不
足
の
対
応

と
し
て
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
約

3
億
8
1
0
0
万
円
を
繰
り
入
れ

た
結
果
、平
成
28
年
度
末
残
高
は
、

約
10
億
6
1
0
0
万
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

〈
人
件
費
〉

　

議
員
共
済
費
、
職
員
共
済
費
な

ど
の
減
額
に
よ
り
、
前
年
度
比
約

6
8
0
0
万
円
減
額
の
約
22
億

7
4
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
公
債
費
（
市
債
の
償
還
）〉

　

平
成
27
年
度
で
和
み
の
杜
、
南

大
橋
住
宅
、
消
防
庁
舎
の
償
還
が

終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
前
年
度
比

約
2
1
0
0
万
円
減
額
の
約
11
億

2
0
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
扶
助
費
（
児
童
、
障
害
者
、
高

齢
者
、
生
活
保
護
関
係
な
ど
）〉

　

私
立
保
育
園
運
営
委
託
料
（
認

定
こ
ど
も
園
給
付
費
含
む
）
の
大

幅
な
増
額
な
ど
に
よ
り
約
22
億
２

８
０
０
万
円
で
前
年
度
比
約
３
８

０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

〈
投
資
的
経
費
〉

　

新
体
育
館
の
本
体
建
設
工
事
終

了
に
伴
い
、
前
年
度
比
約
8
億

4
2
0
0
万
円
の
大
幅
な
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
国
の
補
正
予

算
に
よ
り
、
前
年
度
３
月
補
正
予

算
に
前
倒
し
し
た
事
業
費
を
加
え

る
と
約
13
億
9
5
0
0
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
）

〈
物
件
費
〉

　

賃
金
は
、
嘱
託
職
員
・
臨
時
職

員
の
増
員
に
よ
り
、
前
年
度
比
約

1
6
5
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

需
用
費
は
、
光
熱
水
費
等
の
減

額
に
よ
り
前
年
度
比
約
1
7
0
0 

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
託
料
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
改
修
費
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
作
成
委
託
料
な
ど
の
減
額

に
よ
り
前
年
度
比
約
6
1
0
0
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
料
・
賃
借
料
は
小
学
校
の

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
整
備
な
ど
の
増

額
に
よ
り
前
年
度
比
約
1
3
0
0

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

物
件
費
全
体
で
は
前
年
度
比
約

８
９
０
０
万
円
減
額
の
約
15
億
３

９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
、

次
の
展
開
へ

一
般
会
計

歳
入
予
算
の
概
要

一
般
会
計

歳
出
予
算
の
概
要

一般会計 １２０億３,５９０万円
特別会計 ８１億６,５０８万４千円
企業会計 ６億９,５５６万１千円

予算総額　２０８億９,６５４万５千円
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■
主
な
事
業

①
地
域
農
業

確
立
支
援
事

業
　

農
業
者
の
高

齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
耕

作
放
棄
地
が
増

加
し
て
い
る
た

め
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
中
心
と
な
る

農
業
法
人
や
集
落
営
農
を
支
援
し
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
と
農
地
の
集
約
化
を
図
り
農
業
の

体
質
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

　

有
害
鳥
獣
を
捕
殺
し
処
分
す
る
際
の
埋
設
す

る
経
費
に
加
え
、
火
葬
時
の
搬
送
す
る
経
費
に

つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

③
林
道
維
持
管
理

　

国
・
県
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
林
道
改
良
・

舗
装
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④ 

水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設
整
備
事
業

　

水
産
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
、
県
の

「
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

不
足
し
て
い
る
県
内
産
稚
魚
の
出
荷
量
を
増
加

さ
せ
る
た
め
の
放
流
用
稚
苗
生
産
施
設
の
整
備

を
支
援
し
ま
す
。

⑤
商
工
振
興
事
業

　

県
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
お
も
て
な
し
す
る

た
め
に
行
う
店
舗
の
新
築・改
修
に
助
成
し
ま
す
。

⑥
観
光
素
材
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

　

夏
祭
り
事
業
に
お
い
て
勝
ち
山
ワ
ッ
シ
ョ
イ

に
加
え
、
新
た
に
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
若
者
に
活
躍
の
場
の
提
供
や
旧
料
亭
花
月
楼

や
大
清
水
公
園
を
中
心
に
河
原
町
通
り
で
灯
り

を
と
も
す
「
勝
山
灯
り
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
す
。

■
主
な
事
業

①
小
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備

　

I
C
T
を
活
用
し
た
分
か
り
や
す
い
授
業
を

行
う
た
め
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
が
授
業
に
興
味
や
関
心

を
持
ち
学
習
の
理
解
を
深
め
る
た
め
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
整
備
し
ま
す
。

②
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

　

白
山
平
泉
寺
の
全
国
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
「
石

造
り
の
宗
教
都
市 

白
山
平
泉
寺
（
仮
）」
本
の
出

版
を
行
い
ま
す
。

③
旧
木
下
家
住
宅
整
備
活
用
事
業

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
国
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
旧
木
下
家
住
宅
の
耐
震
や
分
解
・
組
立
工
事

を
行
い
ま
す
。

④
市
営
体
育
館
取
壊
工
事

　

既
存
体
育
施
設
の
再
編
で
市
営
体
育
館
を
取

り
壊
し
ま
す
。

⑤
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
を
弓
道
場
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
な
ど
の
多
目
的
広
場
と
し
て
整
備
し

ま
す
。

⑥ 

勝
山
市
体
育
館

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
開
催

事
業

　

勝
山
市
体
育
館
の

落
成
式（
5
月
28
日
）

お
よ
び
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
（
6
月

5
日
）
を
開
催
し
ま

す
。

■
主
な
事
業

①
道
の
駅
建
設
事
業

　

県
内
の
情
報
発
信
を
行
う
観
光
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
機
能
な
ど
を
備
え
た
「
道
の
駅
」
の

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

②
長
尾
山
総
合
公
園
管
理

　

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
に
訪
れ
る
観
光
客
の

渋
滞
対
策
で
あ
る
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
に
つ
い

て
、
臨
時
駐
車
場
の
拡
充
と
シ
ャ
ル
ト
バ
ス

の
増
便
を
行
う
な
ど
更
な
る
渋
滞
対
策
強
化

を
行
い
ま
す
。

③ 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
都
市

再
生
整
備
計
画
）

　

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
の
再
整
備
で
、
園
内

道
路
お
よ
び
第
2
・
3
駐
車
場
の
整
備
、
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
築
な
ど
を
行
い
ま

す
。
中
心
市
街
地
の
再
整
備
と
し
て
、
広
場

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④
エ
コ
環
境
都
市
推
進
事
業

　

雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
雪

山
や
雪
室
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
や

農
産
物
や
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
産
業

振
興
に
活
か
す
べ
く
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

⑤
除
雪
関
係
事
業

　

冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の
除
雪

作
業
を
実
施
し
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
（
11
ｔ

級
）
除
雪
車
を
更
新
し
ま
す
。

灯りまつりイメージ

勝山市体育館「ジオアリーナ」

雪室での貯蔵の様子

平成28年度 予算特集

●農業の振興　　　●林業の振興　　　●内水面漁業の振興
●商工業の振興　　●観光の振興

●望ましい教育の実現　　　　　　　●歴史遺産を活かしたまちづくりの実現
●生き生きと学ぶ生涯学習の推進　　●豊かな心と感性を育む文化芸術の振興
●活き活きと輝くスポーツの振興

●効率的で人にやさしい都市基盤の実現　　　●人にやさしい交通体系の確立
●環境や景観に配慮したまちの実現　　　　　●快適で雪に強い定住環境の実現

目  標

目  標

目  標

3

5

4

にぎわいと産業の振興、連携による持続可能なまちづくり

豊かな人間性とたくましさをもったひとを育むまちづくり

美しい環境や景観の中で便利で快適に暮らせるまちづくり

広報かつやま4月号 №737 　　 4

平
成
平
成
2828
年
度
予
算
の
概
要

年
度
予
算
の
概
要

予
算
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
ま
す

■
主
な
事
業

① 

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
手
法
に
よ
る「
ま

ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

勝
山
の
自
然
や
歴
史
文
化
な
ど
を

保
全
す
る
と
と
も
に
、
地
域
を
知

り
学
び
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
持
続
可
能
な
地
域
の
発
展
を
目

指
し
ま
す
。

②
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業

　

各
地
区
の
特
性
を
活
か
し
た
地

域
振
興
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
わ
が
ま
ち

助
成
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
か
つ
や

ま
ふ
る
さ
と
検
定
事
業
を
行
い
ま

す
。

③
ふ
れ
あ
い
市
民
事
業

　

勝
山
市
出
身
者
や
本
市
に
愛
着

を
感
じ
る「
ふ
れ
あ
い
市
民
」や「
か

■
主
な
事
業

①
母
子
保
健
事
業

　

妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
健
診
・
相
談
・
教
室

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
い

ま
す
。

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
児
の
通
所

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所
得
者

の
高
齢
者
な
ど
の
生
活
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
目
的
で
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

④
結
婚
相
談
事
業

　

相
談
員
が
結
婚
相
談
登
録
者
同
士
の

紹
介
や
お
見
合
い
な
ど
を
設
定
し
ま

つ
や
ま
大
使
」
に

対
し
、
勝
山
市
の

情
報
を
発
信
し
、

勝
山
市
の
魅
力
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

④
定
住
促
進
事
業

　

多
世
帯
や
Ｕ
･
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す
。
宅
建

協
会
と
協
定
し
空
き
家
情
報
の
発

信
を
行
い
ま
す
。

⑤
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業

　

受
入
農
家
の
拡
大
や
交
流
人
口

の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
首

都
圏
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
商
談
会

な
ど
を
通
じ
、
特
産
品
の
販
路
拡

大
・
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑥
地
域
お
こ
し
応
援
事
業

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
田
舎

暮
ら
し
体
験
事
業
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
し
て
都
市
住
民
と
の
交

流
を
行
い
受
入
農
家
の
拡
大
や
交

流
人
口
の
増
加
、
特
産
品
の
販
路

拡
大
・
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
地
域
力

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

す
。
出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
一
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
継
続
的
な
交
流
会
（
料

理
教
室
な
ど
）
を
行
う
ほ
か
、
県
内
の

情
報
誌
に
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
会
の
紹
介

宣
伝
の
掲
載
を
行
い
ま
す
。

⑤
特
定
教
育
・
保
育
施
設
給
付
事
業

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く

私
立
保
育
園
へ
の
給
付
事
業
（
認
定
こ

ど
も
園
含
む
）。
保
育
士
な
ど
の
待
遇

改
善
を
図
る
た
め
給
付
費
を
増
額
し
ま

す
。
多
子
世
帯
お
よ
び
ひ
と
り
親
世
帯

で
低
所
得
世
帯
に
つ
い
て
保
育
料
負
担

の
軽
減
を
拡
充
し
ま
す
。

⑥
消
防
車
両
整
備
事
業

　

火
災
お
よ
び
緊
急
援
助
隊
に
お
け
る

消
防
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
ま
す
。

⑦
防
災
対
策
費

　

災
害
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
手
段
の

一
つ
で
あ
る
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）

の
整
備
や
避
難
所
運
営
に
必
要
な
備
品

を
購
入
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組

織
活
動
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

⑧
エ
コ
環
境
都
市
推
進
事
業

　

市
内
の
指
定
避
難
所
・
予
備
避
難
所
・

指
定
避
難
場
所
の
48
施
設
に
ソ
ー
ラ
ー

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
54
基
を
設
置
し
、
災
害
時

な
ど
の
非
常
時
に
対
応
し
ま
す
。

⑨
市
道
街
路
灯
維
持
管
理
費

　

各
地
区
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た
集

落
間
街
路
灯
（
3
4
5
基
）
の
移
管
を
受

け
ま
す
。
ま
た
、
移
管
さ
れ
た
街
路
灯
を

含
む
市
が
維
持
管
理
を
行
う
街
路
灯
お

よ
び
道
路
照
明
灯
を
順
次
、
計
画
的
に
高

効
率・長
寿
命
化
の
機
器
に
更
新
し
ま
す
。

商談会への出展の様子

子ども相談

●市民が主体となったまちづくり　　　　●効率的、効果的な行財政の運営
●多様な交流活動の推進　　　　　　　　●人権・男女共同参画社会の実現
●各地区、各集落の地域力向上の実現

●健康のまち勝山の実現　　　　　　　　　●安心して暮らせる長寿社会の実現
●福祉のまちづくりの実現　　　　　　　　●子育て支援日本一の実現
●安定した医療、保険、年金制度の実現　　●安全安心に暮らせるまちの実現

目  標

目  標

１

2

すべての市民の力を合わせた広く開かれたまちづくり

誰もが安心して暮らせる人にやさしいすこやかなまちづくり
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平
成
平
成
2828
年
度
か
ら
が
ん
検
診
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す

年
度
か
ら
が
ん
検
診
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す

　

指
定
医
療
機
関
で
の
胃
カ
メ
ラ
検
査
が

追
加
さ
れ
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
と
の
選
択
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
同
年
度
に

両
方
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
胃
が
ん
検
診
は
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
指
針
改
正
に
よ
り
胃
が
ん

検
診
は
、
対
象
者
が
50
歳
以
上
、
２
年
に

１
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

　

従
来
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
と
視
触

診
の
併
用
か
ら
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

の
み
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
乳
が
ん
は
壮

年
期
の
女
性
の
死
因
の
第
１
位
で
、
早
期

発
見
が
大
事
で
す
。
普
段
か
ら
定
期
的
な

自
己
検
診
に
努
め
、
異
常
が
あ
れ
ば
乳
腺

外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
内
容
に
胃
カ
メ
ラ
が
加
わ
っ
た
こ

と
な
ど
、
今
後
、
医
療
機
関
で
の
が
ん
検

診
を
推
進
す
る
た
め
、
自
己
負
担
金
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
勝
山
市
で
の
が
ん
検
診
は
お
得
で
す
！

　

医
療
機
関
で
胃
が
ん
検
診
（
胃
カ
メ
ラ
）、

肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る

と
総
額
で
約
２
万
円
か
か
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
２
５
０
０
円
の
自
己
負
担
金
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
自
己
負
担
金
の
免
除
お
よ
び
減
免

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
の
方
お
よ
び
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
免

除
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
事
前
申
請

に
よ
り
半
額
に
減
免
さ
れ
ま
す
。

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

がん検診自己負担金一覧表

検診項目 自己負担金

胃がん検診（バリウム） １, ０００円

胃がん検診（胃カメラ） ２, ０００円

大腸がん検診 ５００円

肺がん・結核検診 無　料

子宮頸がん検診 １, ０００円

乳がん検診 １, ０００円
※胃カメラは指定医療機関でのみ実施

胃
が
ん
検
診
に
内
視
鏡
検
査

（
胃
カ
メ
ラ
）
が
加
わ
り
ま
す

乳
が
ん
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
の
み
に
な
り
ま
す

自
己
負
担
金
が
必
要
に
な
り
ま
す

高齢者向け給付金のお知らせ
　「一億総活躍社会」の実現に向け、所得が少ない高齢者への支援や平成28年前半の個人消費の
下支えなどに資するよう、高齢者向け給付金を支給します。給付金の支給対象となる方には、5月
上旬に申請書、パンフレットなどの書類を郵送します。給付金は、提出された申請書などを確認・
審査したのち、6月下旬以降にご指定の口座に振り込む予定です。

対 象者▶昭和27年4月1日以前に生まれた平成
27年度臨時福祉給付金支給対象者
　※ 平成27年1月1日現在、市の住民基本台帳
に登録されており、平成27年度の市民税
（均等割）が課税されていない方。ただし、
平成27年度市民税が課税されている方の
扶養親族や生活保護制度の被保護者など
は支給対象外

支給額▶1人につき３万円
受付期間▶５月11日㈬～８月12日㈮
　※ すこやかおよび各地区公民館にて特設受
付会場を開設する予定です

申 請方法▶郵送された申請書に必要事項を記
入し、福祉・児童課窓口までご提出ください。
その際、次の書類が必要になる場合があり
ます。
　※ 昨年度、本市で受給され、同じ口座に振
り込みを希望される方は必要ありません

　⑴ 本人確認書類
　運転免許証、健康保険証、マイナンバー
カード、住民基本台帳カード、パスポート
の写しなどのいずれかひとつ
　⑵ 口座確認書類　
　　通帳やキャッシュカードの写し

問　福祉・児童課（すこやか内）☎87－0777
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３月定例市議会

平
成
28
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
な
ど
を
可
決

　

平
成
28
年
３
月
定
例
市
議
会
が

３
月
２
日
〜
25
日
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。
山
岸
市
長
は
招
集
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
市
民
が
市
政
に

対
す
る
要
望
は
「
住
ん
で
い
る
人

に
と
っ
て
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
ま
ち
」
を
創
っ
て
い
く
こ
と

で
あ
り
、
市
民
の
方
々
が
未
来
に

希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

◆
予
算

　

平
成
28
年
度
当
初
の
一
般
会
計

お
よ
び
８
件
の
特
別
会
計
、
１
件

の
企
業
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
は
２
〜
５
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
国
の
補
正
予
算
を
受
け
、

一
般
会
計
に
１
億
６
７
０
２
万
７

千
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算
と
、

８
件
の
特
別
会
計
で
９
６
４
３
万

２
千
円
の
増
額
、
企
業
会
計
で
67

万
５
千
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
条
例

　

条
例
は
制
定
が
４
件
、
一
部
改

正
が
15
件
、
廃
止
が
２
件
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

制
定
さ
れ
た
条
例

• 

行
政
不
服
審
査
法
等
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

• 

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る

条
例

• 

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
組

織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
県
営
土
地
改
良
事
業
分

担
金
徴
収
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等

• 

勝
山
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
部
設
置
条
例

• 

勝
山
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
保
育
の
必
要
性
の
認
定

に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

• 

勝
山
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

• 

勝
山
市
火
災
予
防
条
例

• 

勝
山
市
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例

• 

勝
山
市
特
別
用
途
地
区
及
び
特

定
用
途
制
限
地
域
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例

• 

勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
企
業
振
興
条
例

• 
勝
山
市
議
会
委
員
会
条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

• 
勝
山
市
福
祉
基
金
条
例

• 

勝
山
市
新
体
育
館
建
設
基
金
条

例◆そ
の
他

　

福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
、
第
３
次
勝
山
市

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
、
２
件
の

訴
え
の
提
起
、
議
員
政
治
倫
理
調

査
特
別
委
員
会
の
廃
止
を
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
問
責
決
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

勝
山
市
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

勝
山
市
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
改
訂
し
ま
し
た

を
改
訂
し
ま
し
た

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
住
民
の
皆

さ
ん
が
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め

に
危
険
箇
所
や
市
の
指
定
す
る
避

難
所
な
ど
を
記
載
し
た
地
図
で

す
。今
回
改
訂
し
た
勝
山
市
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は

主
に
平
成
28
年
３
月
現
在
の
次
の

情
報
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

• 

が
け
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
土

砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所

• 

洪
水
時
に
浸
水
が
予
想
さ
れ
る

範
囲

• 

市
が
指
定
す
る
避
難
所

• 

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
（
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
施
設
）
の
位
置

○ 

自
宅
や
職
場
な
ど
の
身
近

な
危
険
箇
所
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

○ 

自
分
の
避
難
す
べ
き
場
所

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○ 

避
難
す
べ
き
場
所
ま
で
の

経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○ 

非
常
持
出
品
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

○ 

大
雨
な
ど
の
注
意
す
べ
き

状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○ 

気
象
情
報
や
防
災
情
報
な

ど
の
入
手
方
法
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

○ 

家
族
な
ど
の
緊
急
時
の
連

絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○ 

以
上
に
つ
い
て
家
族
や
地

域
で
話
し
合
い
確
認
し
ま

し
ょ
う

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

有
効
活
用
し
よ
う
！

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６
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福祉に関する主な相談機関
名　称 相談内容 電話番号 場　所

健康長寿課
健康・福祉全般に関わる相談

87－0888

福祉健康センター
「すこやか」

福祉・児童課 87－0777

困りごと支援センター
「らいと」

生活のしづらさ全般の相談
（特に経済的な困窮状態） 88－1177

地域包括支援センター
「やすらぎ」

高齢者全般に関する相談
（高齢者虐待を含む） 87－0900

成年後見サポートセンター
「ささえ愛」

成年後見制度など権利擁護に関
わる相談 88－1177

障害者生活支援センター 障害者、難病患者などの生活、
就労など全般に関わる相談

87－0777
(内線128)

障害者虐待防止センター
（福祉・児童課内） 障害者虐待に関わること 87－0777

(内線121)

子育て相談室
（家庭児童母子父子）

子育て全般に関する相談
（児童虐待、ＤＶ含む）

87－0777
(内線114)

子育て世代包括支援センター
（５月２日開設予定）

妊娠期から子育て全般に
関する相談 87－0888

勝山市社会福祉協議会 福祉全般に関わる相談 88－1177

健康の駅「湯ったり勝山」 看護師による健康相談、介護相
談の実施 88－3722

市民交流
センター

１階

地域子育て支援センター 主に未就園の子育て家庭に対す
る育児相談 87－3830 ２階

まちなかCafé
生活支援コーディネーターを配
置し、誰もが気軽に立ち寄りや
すく相談できる場所

88－1177 勝山サンプラザ2階

※切り取ってご利用ください
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支え合う「地域福祉」を目指して
第３次勝山市地域福祉計画（平成28～ 32年度）策定

「誰もが安心して暮らせる
　　　人にやさしいすこやかなまちづくり」

　

市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
第
１
次
勝
山
市
地
域
福
祉

計
画
を
策
定
し
て
以
来
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
策
定
さ
れ
た
第
３
次
勝
山
市
地
域
福
祉
計

画
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

自
助
・
互
助
・
公
助
に
取
り
組
み
、
市
の
福
祉
環
境
を
維

持
・
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
問　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

第３次勝山市地域福祉計画のポイント
基本目標 計画で取り組む内容

① 生活課題の取り組みと
福祉への理解の向上

身近な生活課題について、地域住民自らが考えていけるように、ふれあい
サロンや介護予防教室、出前講座を実施し、環境整備を行います。また、
健康づくりの大切さや地域福祉への理解を市民に啓発していきます。

②地域における支え合い

隣近所がかかわって地域をどのように見守るかを考え、実行する方法など
を市が援助していきます。また、見守り活動の担い手である民生委員など
の「地域の相談員」の活動状況を周知し、相談員が活動しやすい環境づく
りに取り組みます。

③ 地域福祉を支援する
　ネットワークの構築

生活課題の多様化に対応するため、「地域の相談員」と各種相談機関との
連携を図り、市民が安心して専門的な支援が受けられる体制を構築します。
また、生活困窮に陥らないような相談体制を構築するとともに、市と社会
福祉協議会の連携強化に努めます。

④ 地域福祉を支援する
　仕組みづくり

災害時避難行動要支援者の登録や自主防災組織を推進することで地区内の
見守り活動の重要性の認識を高めるほか、地域見守り協定を活用し、不明
者などの早期発見につながるよう連携を図ります。また、誰もが気軽に交
流できる場である「まちなかCafé」の活用を推進します。

⑤健康と福祉の拠点の活用

福祉健康センター「すこやか」の相談機能や保健事業の充実に務め、高齢
者や障害者、健康づくり団体、ボランティア団体など市民が触れ合う場と
しての活用を図ります。また、健康の駅「湯ったり勝山」を活用し健康づ
くり活動に積極的に取り組んでいきます。

基本理念



11 　　 広報かつやま4月号 №737

　職場の健康保険加入後、国民健康保険の喪失
手続きが必要です。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
　新しい職場の被保険者証、国民健康保険被
保険者証、印鑑、本人確認ができるもの

　職場の健康保険の資格がなくなるため、次の
いずれかに加入することになります。
　①職場の健康保険の「任意継続」
　②配偶者等の健康保険の扶養
　③国民健康保険
◆届出先
　①加入していた健康保険の事業所
　②配偶者の職場
　③市民課
◆手続きに必要な物
　加入していた健康保険資格を喪失したこと
を証明する書類、印鑑、本人確認ができるも
の（運転免許証など）
※ 国保のお手続きにはマイナンバーを確認で
きるもの（個人番号カード、通知カードな
ど）をご持参ください

問　市民課（市役所1階）☎88－8102

　修学するためにほかの市町村へ住民票を
移した方には、遠隔地被保険者証を交付し
ます。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
　在学証明書（平成28年4月以降のもの）、国
民健康保険被保険者証、印鑑、本人確認がで
きるもの
　※ 修学を終えた方は、遠隔地被保険者証を返
却し住民登録してある市区町村で国民健康
保険に加入してください

納付書での前納（１年・６か月）の納付期限は４月末日です。
　平成28年度の国民年金保険料は1万6,260円です。保険料をまとめて先払い（前納）すると下記のと
おり割引があります。4月上旬に発送されている前納用納付書を使用して、金融機関またはコンビニで
お支払いください。

　入院したときには、検査や手術、薬、
先生の診察代などとは別に食事代とし
て国が決めた「標準負担額」を病院に
支払います。平成28年4月から在宅療
養する方との公平性の確保のため、住
民税課税世帯の方の食事代がこれまで
の1食当たり260円から100円値上が
りし、360円になります。

就職・退職・進学したら国民健康保険の手続きを！就職・退職・進学したら国民健康保険の手続きを！

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ

国
保
・
年
金

非自発的失業者の
国民健康保険税の軽減について

　リストラや会社の倒産など、事業所の都
合で離職された方は、申請により国民健康
保険税が軽減されます。
【軽減の条件】
　離職時65歳未満であり、かつハローワー
クで交付される雇用保険受給者資格証の離
職理由コードが下記に該当する。
対象コード　11・12・21・22・23・

31・32・33・34
　申請手続きには国民健康保険被保険者証、
雇用保険受給者資格証、印鑑が必要です。

（納付期限）４月30日㈯　※金融機関の場合は4月28日㈭まで
１年前納 ６カ月前納（上期）

納付額 19万1,660円 9万6,770円

割引額 3,460円 790円

問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所
　　　国民年金課　　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

就職した場合 進学した場合

退職した場合

平成28年4月から入院時の食事療養費の金額が変わります平成28年4月から入院時の食事療養費の金額が変わります
入院時食事療養費標準負担額一覧表（1食の単価）

区　分 これまで 平成28年4月から

住民税課税世帯 260円 360円（+100円）

住民税非課税世帯・
70歳以上低所得Ⅱ

90日まで 210円

据え置き91日以上* 160円

70歳以上低所得Ⅰ 100円
＊ 90日を超えた場合の標準負担額の減額適用には申請が必要です

広報かつやま4月号 №737 　　 10

障害のある人もない人も共に暮らせる社会を目指して障害のある人もない人も共に暮らせる社会を目指して
４月１日より「障害者差別解消法」がスタートしました

　障害のある方が住みやすい社会は、誰にとっても住みやすい社会です。地域に住むすべての方
でいま一度、「ともに生きる地域社会」を考えるきっかけとしましょう。

問　福祉・児童課（すこやか内）　☎87－0777

この法律では、障害者への
「不当な差別的取扱いの禁止」と、「合理的配慮の提供」を求めています。

　障害者手帳を持っている方
だけではなく、難病など、障
害および社会的障壁により日
常生活または社会生活に相当
な制限を受ける状態にある方
をいいます。

　この法律では、国・都道府県・
市町村などの役所や、会社や
お店などの事業者が、障害の
ある方に対して、正当な理由
なく、障害を理由として、サー
ビスの提供を拒否したり、制
限したり、条件を付けたりす
るような行為を禁止していま
す。

　この法律では、国・都道府県・
市町村などの役所に対して、
障害がある方が、なんらかの
対応を必要としているとの意
思の表明があったとき、負担
が重すぎない範囲で対応する
こと（事業者に対しては、対
応に努めること）を求めてい
ます。

この法律でいう
「障害者」とは？

「不当な差別的取扱い
の禁止」とは？

「合理的配慮の提供」
とは？
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出場者出場者とと観覧者観覧者をを大募集大募集
勝山市体育館「ジオアリーナ」落成記念

　勝山市体育館の落成を記念して、ＮＨＫ福井放送
局では、市と共催で「ＮＨＫのど自慢」を開催します。
皆さんも自慢の歌声をぜひ披露してみませんか。
　観覧者（入場無料）も同時募集いたします。

　下記のとおり往復はがきに記入し、「〒910-8680　
ＮＨＫ福井放送局『のど自慢・出場』係」へ郵送し
てください。
【往 信用裏面】①郵便番号②住所③名前（ふりがな）
④年齢⑤性別⑥電話番号⑦職業（学生は部活動
など具体的に）⑧歌う曲目と歌手名⑨選曲理由
（詳しく）

【返信用表面】①郵便番号②住所③名前（ふりがな）
【返信用裏面】何も書かないでください。
※ 注意▷中学生以上のアマチュア対象▷中学生は、保護者
同伴で保護者の氏名と電話番号を記入▽グループの場合
は全員の③～⑤、⑦とメンバーの関係を記入し、返信用
表面には必ず代表者の郵便番号・住所・名前を記入▽応
募多数の場合、250組を選出し前日の予選（６月４日（土）
午前11時45分～）を開催▽１人（グループ）１通のみ
応募可▽応募後は、曲名・出場者の変更不可▷予選会も
生バンドで、キーの指定不可

　下記のとおり往復はがきに記入し、「〒910-8680　
ＮＨＫ福井放送局『のど自慢・観覧』係」へ郵送し
てください。
【往信用裏面】①郵便番号②住所③名前④電話番号
【返信用表面】①郵便番号②住所③名前
【返信用裏面】何も書かないでください。
※ 注意▷応募多数の場合、抽選で入場整理券（１枚で２人
分）を送付▷当選は１人１通のみ▽満１歳以上から整理
券が必要▷予選会は、入場自由

と　き　6月5日㈰
　　　　午前11時45分～午後1時30分
　　　　【放送予定】　午後0時15分～ 1時

ところ　勝山市体育館「ジオアリーナ」
問　NHK福放送局（平日：午前10時～午後6時）
　　☎0776－28－8850

ＮＨＫのど自慢

ゲスト ※ゲストは本選のみ出演

五木　ひろし五木　ひろし 香西　かおり香西　かおり

※ いずれも記入に不備があった場合は無効となります
※ 個人情報はNHK受信料のお願いに使用する場合がござ
います

▶出場申込【申込締切】　５月９日㈪必着

▶観覧申込【申込締切】 ５月12日㈭必着

白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が

拡
張
登
録
さ
れ
ま
し
た

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、

生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能

な
利
活
用
の
調
和
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
保
護
保
全
だ

け
で
は
な
く
自
然
と
人
間
社

会
の
共
生
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　

白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
は
、
白
山
を
中
心
と
し
て

勝
山
市
を
含
む
４
県
７
市
村

に
ま
た
が
っ
た
エ
リ
ア
で
昭

和
55
年
に
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
の

登
録
要
件
の
変
更
に
伴
い
新

た
な
機
能
が
追
加
さ
れ
、
そ

の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
今
回
、
拡
張
登

録
申
請
を
行
い
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

勝
山
市
で
も
、
緩＊
１

衝
地
域

の
拡
大
と
移＊
２

行
地
域
が
追
加

さ
れ
、
北
谷
町
や
平
泉
寺
町

な
ど
が
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
ま

し
た
。

　

白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
拡
張
登
録
決
定
を
記
念

し
て
、
左
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く

り
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
8
1
2
6

＊ 

１　

厳
格
に
保
護
さ
れ
る
核

心
地
域
を
保
護
す
る
た
め
の

緩
衝
的
な
地
域
。
教
育
や
研

修
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
活
用

＊ 

２　

人
が
生
活
し
、
自
然
と

調
和
し
た
持
続
可
能
な
発
展

を
実
現
す
る
地
域

と　き▶5月10日㈫
　　　　午後2時～ 6時
　　　　開場　午後1時30分～
ところ▶グランドホテル白山
　　　石川県白山市西新町152-7
内 　容▶記念式典、基調講演、活
動報告、パネルディスカッション
※申込不要、参加無料

白山ユネスコエコパーク
拡張登録
記念シンポジウム
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４
月
１
日
よ
り
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
・

４
月
１
日
よ
り
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
・

フ
レ
ン
ド
エ
リ
ア
に
登
録

フ
レ
ン
ド
エ
リ
ア
に
登
録

　

勝
山
市
は
、
登
山
や
ス
キ
ー
、

渓
流
釣
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ウ

ト
ド
ア
が
楽
し
め
る
エ
リ
ア
で
す
。

　

今
回
、
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
・
フ

レ
ン
ド
エ
リ
ア
に
登
録
し
た
こ
と

で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関
心
の
高
い

モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
約
62
万
人

に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信

や
優
待
サ
ー
ビ
ス
の
告
知
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
向
け
に

優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
や
店
舗
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

観
光
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

市
内
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
ご
紹
介

•
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山

•
ラ
ウ
ン
ジ
伊
炉
里

　
（
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム

　
　
　
　
　

勝
山
内
）

•
は
た
や
記
念
館

　
　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

•
越
前
大
仏
清
大
寺

•
勝
山
城
博
物
館

•
白
山
亭

•
あ
ま
ご
の
宿

•
東
山
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

•
い
わ
な
や

•
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル

•
岩
屋
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

•
勝
山
温
泉
セ
ン
タ
ー「
水
芭
蕉
」

まもろう！豊かな水環境

クリーンアップ作戦クリーンアップ作戦
（旧クリーンアップ九頭竜川）

と　き▶５月22日㈰  午前８時～
　

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
九
頭

竜
川
を
み
ん
な
の
力
で
も
っ
と
き

れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
後

日
チ
ラ
シ
で
各
世
帯
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

集 　

合
▼
弁
天
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ

び
九
頭
竜
川
流
域
の
会
場

内　

容
▼
ゴ
ミ
拾
い

準 

備
物
▼
ゴ
ミ
拾
い
が
で
き
る
服

装
、
手
袋
、
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
の
た
め
の
飲
み
物

※ 

虫
刺
さ
れ
や
、
か
ぶ
れ
、
草
木

で
肌
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
肌
の
露
出
を
な
る

べ
く
避
け
て
く
だ
さ
い

問
（
公
社
）勝
山
青
年
会
議
所

☎
87
‐
２
０
３
０

※ 

受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

平
日
の
午
前

平
日

1
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
牧
野

優
で
す
。
本
年
度
も
勝
山
市

で
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
回
は
２
月
に
実
施
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
３
月
に
参
加
し
た
青

空
市
の
紹
介
を
し
ま
す
。

■ 

き
な
粉
作
り
と
餅
つ
き
大
会
＆

満
喫
雪
遊
び
（
２
月
）

　
〝
親
子
わ
く
わ
く
パ
ク
パ
ク
野
菜
塾
〜

き
た
だ
に
じ
か
ん
〜
〞
の
番
外
編
と
し
て

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
市
外
の
方
に

も
勝
山
の
冬
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

企
画
を
し
ま
し
た
。

　

き
な
粉
作
り
と
餅
つ
き
大
会
で
は
、
参

加
者
の
子
ど
も
た
ち
が
石
臼
で
煎
っ
た
大

豆
を
ゴ
リ
ゴ
リ
と
潰
し
て
き
な
粉
を
手
作

り
し
、
餅
つ
き
を

し
て
、
き
な
粉
餅

や
お
ろ
し
餅
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。

石
臼
を
使
う
の
も

餅
つ
き
を
す
る
の

も
初
め
て
の
子
ど

も
た
ち
が
多
く
、

み
ん
な
興
味
津
々

　

勝
山
市
体
育
館
「
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
」
の

オ
ー
プ
ン
を
来
月
に
控
え
、
平
成
30
年
の

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
大
会
に
向

け
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
改
め
て
大
会
の

日
程
な
ど
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
の
会
期

　

平
成
30
年
９
月
29
日
㈯
〜
10
月
９
日
㈫

　

平
成
30
年
に
福
井
県
で
第
73
回
国
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
福
井
県
で
は

昭
和
43
年
に
開
催
さ
れ
た
第
23
回
国
民
体

育
大
会
か
ら
50
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
勝
山
市
で
は
、
国
体
正
式
競
技
の
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
ク
レ
ー
射
撃
、
公
開
競
技

の
綱
引
、
自
由
参
加
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
民
体
育
大
会

で
し
た
。
雪
遊
び
で
は
か
ん
じ
き
体
験
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
は
雪
が
少
な

め
で
し
た
が
、
か
ん
じ
き
を
履
い
た
子
ど

も
た
ち
は
楽
し
そ

う
に
雪
の
上
を
走

り
ま
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
普
段

で
き
な
い
体
験
が

多
く
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

■
す
み
だ
青
空
市
ヤ
ッ
チ
ャ
バ

　

東
京
の
墨
田
区
で
毎
週
土
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る〝
す
み
だ
青
空
市
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
〞

に
勝
山
田
舎
暮
ら
し
体
験
応
援
倶
楽
部
キ

ラ
リ
で
初
出
店
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
２

人
の
農
家
の
方
が
商
品
を
販
売
し
ま
し

た
。
寒
い
日
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ま
に
来
て
い
た
だ
き
、
２
日
間
で

用
意
し
て
い
た

商
品
は
完
売
し

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ま
や
他

地
域
の
出
店
者

の
方
々
と
の
触

れ
合
い
も
楽
し

め
て
、
と
て
も
充

実
し
た
２
日
間

に
な
り
ま
し
た
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

■
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
の
会
期

　

平
成
30
年
10
月
13
日
㈯
〜
15
日
㈪

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
障
が

い
の
あ
る
選
手
が
競
技
な
ど
を
通
じ
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
国
民
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。
平
成
30
年
の
第
18

回
大
会
で
は
勝
山
市
で
知
的
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

問 　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会
（
国

体
・
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） ☎

88
‐
８
１
２
７

地域おこし協力隊
牧野　優さん

勝山の魅力を全国に！地域おこし協力隊

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

競技開催日程
クレー射撃　
　９月13日㈭
　　　～17日㈪

　　　　　バドミントン
　　　　　　10月５日㈮
　　　　　　　　　～８日㈪

綱　　　引　
　９月22日㈯
　　　～23日㈰

実行委員会からのお願い
　実行委員会では、平成30年の「福井
しあわせ元気｣ 国体・大会で市を訪れる、
多くの県外からのお客さまを花いっぱい
でお迎えしたいと考えています。
　お家で使わな
くなったプラン
タをお譲りして
いただける方は
左記までご連絡
ください。
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企業や事業者の方はぜひご利用ください！

勝山市企業振興助成金
　

市
で
は
、
事
業
者
の
育
成
と
企

業
の
立
地
促
進
を
図
る
た
め
の
制

度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
か

ら
、
環
境
整
備
や
雇
用
促
進
な
ど

に
つ
い
て
も
助
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
業
の
拡
大
を
お
考
え
の
企

業
や
事
業
者
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問　

商
工
振
興
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
５

助
成
金
利
用
例

あ
な
た
の
起
業
を
支
援
！

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設

入
居
者
募
集

お
仕
事
探
し
は

「
マ
イ
ワ
ー
クかつ

や
ま
」

　
「
事
務
所
を
開
い
て
創
業
し
た

い
、
で
も
い
き
な
り
事
務
所
を
も

つ
の
は
不
安
…
」

　

そ
ん
な
あ
な
た
に
低
コ
ス
ト
で

事
務
所
を
お
貸
し
し
ま
す
。
意
欲

あ
る
起
業
家
の
皆
さ
ま
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対 　

象
▼
情
報
関
連
産
業
、専
門
・

技
術
サ
ー
ビ
ス
業
、
無
店
舗
小

売
業
な
ど
を
起
業
す
る
方

と 

こ
ろ
▼
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

（
面
積　

25
㎡
）

利
用
期
間
▼
入
居
か
ら
３
年
間

　

※
最
長
２
年
間
延
長
可
能
。

利
用
料
▼
６
３
０
０
円
／
月

　

※ 

電
気
料
金
、
電
話
料
な
ど
は

実
費

設 　

備
▼
冷
暖
房
設
備
、
電
話
回

線

　

マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
（
勝
山

市
地
域
職
業
相
談
室
）
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
３
人
が
き
め
細
や
か
な
対

応
で
、
皆
さ
ま
の
仕
事
探
し
を
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
で
見
ら
れ
る
求

人
情
報
を
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡
単
に
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

仕
事
を
お
探
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ
▼
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

利 

用
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
平
日
）

問　

商
工
振
興
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
５

問　

マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま

☎
88
‐
１
２
８
６

勝山市企業振興助成金一覧表
助成金などの種類 対象経費 内　容 1回当たりの限度額

企業立地助成金 土地の取得費・造成費、工場な
どの建設費、機械設備費

対象経費の20%（地域振興に寄
与すると市長が認める場合は
30%）

新設　　　　3億円
増設・移設　1億円

大規模事業用地取得奨励金 測量費、登記手数料、その他市
長が必要と認める経費 対象経費の75% 3,000万円

雇用促進助成金 ― 勝山市在住新規雇用者
50万円/人（6か月以上就労） 5,000万円（100人）

環境整備助成金
工場など建設用地内の道路緑
地、社員施設、消融雪装置など
の設置費用

対象経費の30% 1,000万円

借地助成金 市内に工場などを建設するため
の用地の借地料

借地料の1/2（賃貸借契約締結
日から操業開始までの期間） 300万円

空き工場等活用助成金 空き工場などの売買による取得
費、賃借料（3年分）・改修費 対象経費総額の50%以内 1,000万円

（製造業は1,500万円）

企業立地促進資金融資補給金 県企業立地促進資金の適用を受
けた企業の借入利息

県要綱に規定する融資利用率の
1/2を利子補給(5年間) ―

※交付要件などについては市のホームページをご覧いただくか、担当課にお問い合わせください

物流センター ㈱フクタカ三室工場
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リニューアルオープン
■４月１日　かつやま恐竜の森

　かつやまディノパークは4月1日よりオープンして
います。３種類９頭の恐竜が新しく加わり、合計33
頭が皆さんをお待ちしています。お盆にはナイトディ
ノパークが開催されます。

新しい恐竜バス披露
■３月29日　勝山駅

　「恐竜博物館直行便」のバスのお披露目がありまし
た。恐竜博物館へ向かう観光客の利便性向上と市内
コミュニティバスの棲み分けが行われ、市民や観光
客がスムーズに目的地に向かえるようになります。

まちづくりの成果を発表
■３月27日　市民交流センター

　平成27年度のわがまち魅力発酵事業の報告会が行
われました。助成を受けた21団体がまちづくりの成
果や課題についてプレゼンし、平成28年度のまちづ
くりに繋げていきます。

観音さまのおすすめ
■３月19日　遅羽町北山区

　市指定無形文化財の「観音さまのおすすめ」が行
われ、地区内から子どもたちが集めたお米で男衆が
お粥を作り、女性やお年寄り、子どもたちをお粥ぜ
めにしました。

初の銀メダル！
■３月15日　市役所

　2016全日本綱引選手権大会で２位に輝いた、ファ
ンキーガールズが市長に入賞の報告を行いました。平
泉博子キャプテンからお礼の言葉があり、和やかな雰
囲気の中、報告会を終えました。

累計80万人突破！
■３月1日　ゆめおーれ勝山

　記念セレモニーが行われ、ケイテー保育園の５歳
児14人とくす玉を開披し、入館者累計80万人を祝い
ました。更に、歌のプレゼントもありました。
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左
記
の
計
画
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

計 

画
名
▼
勝
山
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
（
案
）

内 　

容
▼
市
が
保
有
す
る
公
共
施

設
に
関
す
る
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
の
計
画

閲 

覧
場
所
▼
市
役
所
（
２
階
総
務

課
）、市
立
図
書
館
、各
公
民
館
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提
出
先
▼
総
務
課

※ 

意
見
記
入
票
は
閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す

応
募
締
切
▼
５
月
６
日
㈮
正
午

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

　

本
町
通
り
や
平
泉
寺
町
平
泉
寺

（
伝
統
的
民
家
は
市
内
全
域
）
に

お
い
て
、要
綱
の
基
準
を
満
た
し
、

市
内
業
者
が
施
工
す
る
住
宅
な
ど

の
建
設
や
改
修
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。

補 

助
対
象
経
費
▼
公
共
用
道
路
な

ど
公
共
空
間
か
ら
望
見
で
き
る

部
分
に
か
か
る
経
費

申
込
締
切
▼
５
月
27
日
㈮

　

４
月
１
日
に
施
行
し
た
補
助
要

綱
の
改
正
に
伴
い
、
補
助
対
象
の

区
域
・
工
事
・
金
額
が
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 　

都
市
政
策
課
（
市
民
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
０
８

　

平
成
28
年
度
の
申
請
よ
り
、
県

の
要
綱
改
正
に
合
わ
せ
て
、
妻
の

治
療
開
始
時
の
年
齢
が
43
歳
未
満

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は「
す
こ
や
か
」

に
新
た
に
開
設
さ
れ
る
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目

な
い
支
援
を
行
う
た
め
の
母
子
総

合
相
談
窓
口
で
す
。
保
健
師
が
相

談
を
受
け
、
支
援
が
必
要
な
方
に

は
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
い
健
康
長

寿
課
相
談
窓
口
の
場
所
が
変
わ
り

ま
す
。

　

母
子
手
帳
の
交
付
、
予
防
接
種

等
の
乳
幼
児
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
、
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
な
ど

成
人
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
は
５

月
２
日
か
ら
は
「
す
こ
や
か
」
②

番
入
口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

　

市
民
が
主
体
的
に
豊
か
な
地
域

社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、

共
に
学
び
、
互
い
に
ふ
れ
あ
い
、

自
己
実
現
す
る
場
と
し
て
、
市
民

大
学
が「
市
民
総
合
大
学
」と
な
っ

て
新
た
に
開
校
し
ま
す
。

　

こ
の
大
学
の
開
校
を
記
念
し
て

講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
５
月
14
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
10
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
１
階
ホ
ー
ル

演 　

題
▼
「
救
急
医
療
援
助
活
動

の
現
場　

国
境
な
き
医
師
団
」

講 　

師
▼
三
浦
由
紀
子
氏
（
国
境

な
き
医
師
団　

医
師
）

問 　

生
涯
学
習
課
（
教
育
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
１
４

　

遅
羽
公
民
館
２
階
に
あ
る
「
縄

文
遺
跡
等
資
料
室
」
の
日
曜
開
館

が
今
年
も
始
ま
り
ま
す
。

　

縄
文
遺
跡
等
資
料
室
は
、
県
指

定
「
三
室
遺
跡
」
出
土
の
縄
文
土

器
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
の
遺
跡

か
ら
の
遺
物
を
展
示
し
て
い
る
勝

山
１
万
５
０
０
０
年
の
歴
史
を
理

解
で
き
る
施
設
で
、
入
館
は
無
料

で
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
か
ら
徒
歩
10
分

の
と
こ
ろ
に
「
三
室
遺
跡
」
が
広

が
る
三
室
山
史
跡
公
園
が
あ
り
、

入
口
か
ら
10
分
で
勝
山
市
街
地
を

見
渡
せ
る
頂
上
に
登
れ
ま
す
の

で
、
近
く
に
寄
ら
れ
た
方
は
ぜ
ひ

お
寄
り
く
だ
さ
い
。

開 

館
期
間
▼
平
日
お
よ
び
４
月
24

日
〜
11
月
13
日
の
日
曜
日

　

※
10
月
16
日
は
休
館

開
館
時
間
▼

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
日
曜
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問　

遅
羽
公
民
館☎

88
‐
０
３
６
４

「小原ＥＣＯプロジェクト」が
ふるさとづくり大賞
内閣総理大臣賞を受賞

　地域づくりに尽力している団体・個人に
対し贈られるふるさとづくり大賞の内閣総
理大臣賞表彰式が3月16日に首相官邸で行
われました。小原での古民家再生や交流人
口拡大への取り組みにより集落の活性化に
貢献した点が評価され、安倍晋三総理より
表彰状が手渡されました。

総理より表彰状を受け取る国吉一實代表

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

勝
山
市
歴
史
的
ま
ち
な
み

景
観
創
出
事
業
補
助
金
申

込
者
募
集
の
お
知
ら
せ

勝
山
市
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
金
交
付
事
業
の
対
象
年
齢

な
ど
が一部
変
更
さ
れ
ま
し
た

５
月
２
日
㈪
よ
り

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す

市
民
総
合
大
学　

開
校
記

念
講
座
の
お
知
ら
せ

縄
文
遺
跡
等
資
料
室
の

日
曜
開
館
が
始
ま
り
ま
す
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勝
山
中
学
校
記
念
碑

　

碑
は
市
立
成
器
西
小
学
校
の
敷
地
と
な
っ
た
、

西
側
校
門
入
口
の
右
手
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
全
文
を
紹
介
す
る
。

　

昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
学
制
改
革
に
よ

り
勝
山
中
学
校
と
し
て
開
校

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
市
中
学
校
統

合
に
よ
り
閉
校

　
　
　

卒
業
生
一
万
二
百
五
十
九
名

　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
九
年
三
月

　
　
　
　
　
　

勝
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

勝
山
中
学
校
は
55
〜
73
歳
の
方
に
と
っ
て
は

懐
か
し
い
母
校
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
49
年（
１

９
７
４
）
の
勝
山
中
学
校
統
廃
合
に
よ
り
、
勝

山
中
部
中
学
校
と
勝
山
南
部
中
学
校
に
分
か
れ

た
。

　

簡
単
に
そ
の
沿
革
を
た
ど
る
と
、
昭
和
22
年

の
「
学
校
教
育
法
」
制
定
で
勝
山
町
に
も
新
制

中
学
校
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
５

月
１
日
か
ら
成
器
東
尋
常
小
学
校
な
ど
の
校
舎

を
借
り
て
授
業
が
始
め
ら
れ
た
。
同
年
10
月
か

ら
校
舎
・
体
操
場
が
３
期
に
分
け
て
新
築
工
事

が
行
わ
れ
、
同
25
年
４
月
29
日
に
は
校
舎
竣
工

祝
賀
式
が
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
８
月
25

日
、
勝
山

高
等
学
校

と
の
境
界

付
近
か
ら

出
火
し
ほ

ぼ
全
焼
し

た
。

　

３
つ
の
学
校
を
仮
校

舎
と
す
る
苦
し
い
時
代

を
経
て
、
復
旧
工
事
が

終
わ
り
、
竣
工
祝
賀
式

が
行
わ
れ
た
の
は
昭
和

30
年
４
月
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
昭
和
30
年
代
中

頃
か
ら
第
一
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
世
代
が
入
学
し

て
き
た
。

　

生
徒
数
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
第
16
回
〜

18
回
卒
業
生
の
頃
で
、

生
徒
数
、
ク
ラ
ス
数
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

行
事
な
ど
で
全
校
生
が
集
ま
る
時
は
講
堂
に
入

り
切
れ
ず
、
２
階
の
観
覧
席
の
よ
う
な
も
の
も

使
っ
て
い
た
覚
え
が
あ
る
。

　

昭
和
39
年
度
卒
業
生
は
、
市
全
体
で
１
１
１

５
人
で
、
平
成
27
年
度
の
卒
業
生
が
２
１
８
人

で
あ
る
か
ら
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

30
年
に
満
た
な
い
歴
史
で
あ
る
が
、
こ
の
間

１
万
人
を
越
え
る
卒
業
生
を
出
し
た
。
そ
の
な

か
に
は
勝
山
を
離
れ
た
方
が
多
く
い
る
。
第
二

の
人
生
を
故
郷
で
送
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
一

人
で
も
戻
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

広
報
３
月
号
の
石
碑
探
訪
（
19
ペ
ー
ジ
）

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
文
頭
か
ら
11
行
目

（
誤
）
12
月
１
日　
（
正
）
12
月
８
日

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「黄砂にいどむ」
～緑の高原を

めざして～

「キキに出会った
人びと」

魔女の宅急便〈特別編〉

「呼出秀男の
相撲ばなし」

高橋　秀雄／作
新日本出版社

角野　栄子／作
福音館書店

山木　秀男／著
現代書館

小学生の頃1500種もの植物の名前を覚え
たという一前宣正（いちぜんのぶまさ）さん。
日本にまで飛来する黄砂を抑えようという日
中共同研究プロジェクトのメンバーになった。
土地の保水力を高めるため、黄土高原の緑
化にいどむ日本の研究者たちの姿を描く。

グーチョキパン屋のおソノさんの青春と、
ほろにがい初恋。コリコ町長のふしぎな思
い出。ヨモギさんとサボテンの友情。そ
して、空飛ぶキキを見上げたひとりの青
年の思い…。「魔女の宅急便」のもうひ
とつの物語。

“土俵上の妖精”と相撲ファンに親しまれた元呼
出の秀男が、「呼出」「行司」「床山」など大
相撲の裏方仕事をはじめ、力士や親方、部屋や
取組の話を語る。堅苦しいイメージの国技だが、
意外と柔軟性が高くて驚くことが多い。生観戦の
ポイントなど“通”な楽しみ方を教えてくれる1冊。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成28年３月末 前年比

総件数 １２０件 －２８件

人身事故
（うち高齢者）

６件
（０）

－４件
(－３)

死　者
（うち高齢者）

０人
(０)

０人
(０)

傷　者 ６人 －５人

物損事故 １１４件 －２４件

４月の納税

2月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 3月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,660人 4 －14 －10 45 －72 －27 11,623人 －37人
女 12,785人 9 －21 －12 37 －74 －37 12,736人 －49人
合　計 24,445人 13 －35 －22 82 －146 －64 24,359人 －86人
世帯数 8,038世帯 8,030世帯 －8世帯

人口の動き

固定資産税▶第1期
納期限▶5月2日㈪　口座振替▶4月26日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪35

表　勝山中学校卒業生数（S38～ S40）
卒業年度 生徒数 クラス数
S38(第16回) 555人 13
S39(第17回) 569人 13
S40(第18回) 520人 12
合　計 1,644人 38
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恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

4月27日㈬、5月11日㈬

「太古の事件現場を捜査する」4月24日㈰
博物館セミナー

「CTをつかった化石の研究」5月15日㈰
博物館セミナー

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　３月のマイステージは、おなじみの健康カラ
オケを使った体操講座と、『古き良き時代をみん
なで歌おう！』と題した大久保か代さんのヴァ
イオリン演奏がありました。
　健康カラオケを使った体操は、歌を歌いなが
ら体を動かすだけでなく、昔の映像をみて懐か
しい時代を思い出し、脳の活性化にも効果があ
ります。
　午後は、ヴァイオリンの演奏で懐かしい曲を
聴き、最後は演奏に合わせて「花は咲く」をみ

んなで歌いました。
ヴァイオリンの優雅
な音に、心も癒やさ
れた日曜日の午後で
した。

　ヴァイオリンに合わせて「演奏し
てみたい！」「歌を歌いたい！」とい
う方、一緒にいかがですか？
　希望される方は下記までお問い合
わせください。

問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

◎
今
月
の
湯
っ
た
り
川
柳

湯
っ
た
り
へ　

日
ご
ろ
の

つ
か
れ　

置
い
て
ゆ
く

ゴールデンウィークの時間拡大開館
4月29日（金・祝）～5月8日㈰は開館時間を
午前8時30分～午後6時に拡大します。

冬眠明けのクマに注意！
　春、クマは冬眠（冬ごもり）から覚め、食べ物
を求めて活発に活動します。山に入る場合は、ク
マと出遭わないよう、次のことにご注意ください。
◆大きな音を出して移動する
◆悪天候の日は特に注意
◆山菜採りはほどほどに
◆入山地域のクマの出没状況を確認況を確認する
◆子グマを見たらそっと立ち去るち去る
問　林業振興課（市役所１階）☎88 ｰ 8121

自分の健康は
自分でつくり守る

　

市
で
は「
健
康
の
ま
ち
勝
山
の
実
現
」を
目
指
し
、「
第

３
次
勝
山
市
健
康
増
進
計
画
」（
平
成
27
〜
31
年
度
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
現
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
行
動
目
標
「
す
こ

や
か
勝
山
12
か
条
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
条
ず
つ
連
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

各
時
期
で
必
要
な
健
診（
検
診
）

を
受
け
る
事
は
、
自
分
の
体
の
状

態
を
知
り
、
病
気
の
早
期
発
見
に

繋
が
り
ま
す
。

　

健
診
・
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
、

積
極
的
に
健
康
管
理
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
健
診
が
あ
る
の
？

【
乳
幼
児
期
】

　

乳
幼
児
の
健
診
（
１
か
月
児
、

４
か
月
児
、
９
〜
10
か
月
児
、
１

歳
６
か
月
児
、
３
歳
児
、
５
歳
児
）

【
青
年
期
】

　

20
歳
代
か
ら
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
、
妊
婦
健
診
、
一
般
健
診
（
39

歳
以
下
で
職
場
で
の
健
診
が
な
い

方
）

※ 

妊
婦
健
診
は
妊
婦
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
を
定
期
的

に
確
認
し
ま
す

【
成
壮
年
期
】

　

各
種
が
ん
検
診
、
特
定
健
診

※ 
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
に
大
切
な
健
診
で

す
【
高
齢
期
】

　

各
種
が
ん
検
診
、
後
期
高
齢
者

健
診

※ 

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
相
談

し
な
が
ら
健
康
管
理
を
し
ま

し
ょ
う

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

す こ や か
勝 山 12 か 条

第４条「受けよう　健診・がん検診」第１回


